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先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

就活にはたくさんの不安などが山積みとなりますが、就活相談などを利用して自分を高めつつ、あなたが目指す企業から内定

がもらえるように頑張ってください。応援しています！  

■はじめに

―就活の情報戦― 

 2025年3月卒の本学就職率は98.4％（昨対＋0.4ポイント）となりました。新卒採用市場の求人倍率は

1.75倍（昨対＋0.1ポイント）（リクルートワークス研究所）で空前の売り手市場とも言われました。本

学に寄せられた求人数も45277件（昨対2割増）で、またしてもギネスとなりました。2026卒求人倍率も

1.66倍と、依然売り手市場が続いています。 

 学生にとっては、順風満帆の就活と思いきや、就職みらい研究所の2025年卒調査によると、卒業生の

43.6％が「就職先を安易に決めてしまった」と感じている（つまり就活を後悔している）そうです。 

なぜそうなったのでしょう。 

 「早期選考」ムードに煽られて自分を見失った・・、人気企業に落ち続けた挙句に妥協した・・、はた

また企業研究不足だった・・、からでしょうか？もちろん、そうした原因も確かにありますが、もっと根

本的な要因は、「情報収集力不足」にあると思います。 

 今や、就職のマッチングサイトやエージェントが発信する情報だけでもかなりの量です。そこに企業が

独自に発信するもの、SNSで飛び交う情報などを加えると、情報量は膨大です。しかも発信者に有利にな

る情報が圧倒的に多く、すべてが正しい情報とは限りません。まさに就活の情報戦が生じているわけで

す。加えて、大学も相当量の情報を発信しています。学生が情報の取捨選択と活用ができないと、膨大な

情報も無に等しくなります。学生の情報収集力養成が必須です。 

 一方、情報を発信する側の情報発信力にも課題があります。例えば「早期選考」という情報が、いたず

らに学生（あるいは企業）を煽る情報になってしまってはいけません。その情報のもとになっている現

象、背景、その情報が社会にどんな影響を及ぼすかまで示し、情報を受け取る側、つまり学生がその情報

を基にじっくり考えて、確かな行動に移すまでを想定した情報発信が求められます。 

情報は、文字、画像、対人関係、経験、体験など知覚・体感できるすべての現象・刺激を指します。 

 本学では、この白書にもあるように、実践型の就活講座や企業とのマッチングイベントを毎月のように

展開しています。常勤5名のキャリアアドバイザーとの就活相談は、年間延べ6000件に及びます。同じ

く、内定を取った学生の就活報告は数百件にのぼります。いずれも貴重で、リアルな情報発信の場となっ

ています。 

就活の情報戦を制するために、情報の収集力＆発信力が問われています。 

 Information motivates students＆Creates a Happy Life 

―「情報」が学生を突き動かし、「情報」が幸せな人生を切り開く― 

引き続きご支援の程、よろしくお願い申し上げます。 

2025年10月吉日 

キャリア支援センター長 川瀬 功
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先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

就職活動で人と接する際は、笑顔を最も意識していました。特に面接時は、こちらが明るく笑顔で話していれば面接官の方々

も笑顔になってくださり、自分が話しやすいペースを作ることができたと思います。  

■目次
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先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

■近年の就職率の推移と就職先状況

あがり症で面接に自信がなかったので、場数を踏むことを意識しました。少しでも興味のある企業や業界のインターンや面接

に積極的に参加したことで、話すことに慣れることができたと思います  

◆全国平均を上回る就職率を達成

 ２０２４年度の全国大学就職率は９８．０％、就職希望率は７５．６％と、就職率は昨

対で０．１％のマイナスとなりました。企業の採用意欲は変わらず高い水準となっており

特に就職率を下げる要因がないことから、就職率は高止まりしていると考えられます。 

 本学の就職率は２０２３年度から０．４％上昇し９８．４％と、全国平均を上回る結果

となりました。特にサービス創造学部が９９．５％、国際教養学部が１００％と非常に高

い数値となりました。就職率の向上については様々な要因が考えられますが４年生の就職

活動支援において、より個別支援を重視する内容に切り替えたことが一つの要因と考えら

れます。 

 就職希望率についても９２．４％と３年連続で９０％を超える数字となりました。全国

平均と比較して約１５％上回る数字となっており、就職希望率が高い事は、実学を掲げる

本学の特徴でもあります。 

 就職活動の早期化、長期化やツールの多様化、売り手市場といった環境下で、学生と企

業双方から大学の就職支援は一定の期待を持たれています。そういった期待に応えられる

よう、これからも様々な取り組みを進めてまいります。 
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先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

■近年の就職率の推移と就職先状況

競合他社との比較分析を重点的に対策した。なぜここの企業でなければいけないのかと明確化することでより志望度や熱意が

伝わったと思う。また、人物像をとても重要視されていると感じたため、原体験を用いて自分のことを話せるように意識した  

◆２０２４年度卒業生における就職先業界比率

◆２０２４年度卒業生における公務員就職状況
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先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

   ■ＵＩターン就職支援についての取組み 

就活全般としては、不安な人や将来やりたいことがない人ほど早く始めること。そして、まずは企業のイベントにたくさん参

加するなど量をこなすことが大事だと思う。量をこなすことで、感覚でこの自分に合う業界、合わない職種などが見えてくる  

     ◆２０２４年度卒業生におけるＵターン就職状況 

 

※就職率は各県の出身者数を分母とした率となります。 

 本学学生の出身都道府県（出身高校より）は千葉県、東京都、茨城県、埼玉県が多くを

占めており、就職先は東京都に本社を置く企業が大半です。地方出身学生へのＵＩターン

就職支援については、各自治体が取組んでいる「ＵＩターン就職促進協定」を活用するな

ど、きめ細かい個別求人マッチングを実施しております。現在１３道県、２市(新潟県、福

島県、茨城県、栃木県、群馬県、長野県、岩手県、秋田県、北海道、青森県、山形県、宮崎県、新潟県小千

谷市、宮城県、札幌市)との間で協定を締結しています。 

 具体的な支援活動としては、各自治体が主催している地元企業の採用担当者から直接求

人を受け取れる情報交換会や地元企業見学会などへ本学職員が積極的に出席をしており、

即時学生に紹介していく体制を整えています。学内外での連携を深めていくことで、ＵＩ

ターン就職を希望している学生の支援充実を図っています。また学生向けにＵＩターン専

門チャネルを開設し、大学に寄せられた各県の情報を学生向けに発信しています。 

◆ＵＩターン就職協定締結実績について 

長野県：Ｕターン就職促進協定(平成27年2月23日) 

栃木県：ＵＩターン就職促進協定(平成27年9月2日) 

群馬県：ぐんまＵＩターン就職支援協力校制度「Ｇターン倶楽部」(平成27年9月12日) 

新潟県：ＵＩターン就職促進協定(平成27年12月16日) 

茨城県：大好きいばらきＵＩＪターン・定着応援“くらぶ”(平成28年1月25日) 

福島県：大学・福島県との「学生就職支援に関する協定」(平成28年2月2日) 

岩手県：岩手U・Iターンクラブ（平成30年6月16日） 

秋田県：秋田県と千葉商科大学との就職支援に関する協定書（平成31年2月8日） 

北海道：北海道と千葉商科大学との学生ＵＩＪターン就職促進に関する協定書（令和元年9月3日） 

青森県：青森県と千葉商科大学との学生ＵＩＪターン就職促進に関する協定書（令和元年9月9日） 

山形県：学生ＵＩターン就職促進に関する協定書（令和2年2月18日） 

宮崎県：宮崎県と千葉商科大学とのＵＩＪターン就職支援に関する協定書（令和3年10月25日） 

新潟県小千谷市：千葉商科大学と小千谷市との就労連携に関する協定書（令和3年11月29日） 

宮城県：宮城県と千葉商科大学との就職支援に関する協定書（令和5年9月1日） 

札幌市：札幌市と千葉商科大学との学生UIJターン就職促進に関する協定書（令和6年8月23日） 
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先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

   ■学校求人件数の推移 

少し話を盛ると言いとよく言いますが、私はうそをつくことも盛ることもせずに自分の本心で面接に挑みました。その理由と

して、話し方や表情からその人の志望度が相手にも伝わっていると感じたからです。  

 ２０２４年度の学校求人の件数は３年連続で大幅に増加し４万５千件を超える件数とな

りました。各企業の高い採用意欲、そして母集団形成に苦労されている様子が伺えます。 

 月別の傾向としては、特に３年生の１２月、４年生の１１月期の求人数が増加しており

採用活動の早期化、長期化の傾向を見ることができます。 

 本学では求人票の受付け及び公開についてＷｅｂサービスを中心に実施しており、学生

はインターネット環境があれば大学に届いた求人を閲覧することが可能です。 

 本学に求人票を送付いただいている企業の業種としては卸売業・小売業、情報通信業、

サービス業の割合が高い状況です。 
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先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

   ■【企業との連携】ＣＵＣアライアンス企業・ＣＵＣミライアンス企業 

     ◆ＣＵＣアライアンス企業は順調に拡大中 

 千葉商科大学では「企業と大学が連携して、社会に貢献できる人材を送り出す」という

趣旨にご賛同頂き、本学学生の採用や育成に積極的な企業をＣＵＣアライアンス企業とし

ています。 

 ２００８年にＣＵＣアライアンス企業発足記念フォーラムを開催し、ＣＵＣアライアン

ス企業ネットワークが誕生しました。以降、インターンシップや各種キャリアイベントに

ご協力いただくことで、学生の気づきの機会となり、その後の学生生活や就職活動に大き

な効果をもたらしています。  

 設立初年度に約１３０社で開始した企業ネットワークは、２０２５年４月には１０７８

社となり、ついに１０００社を超え順調にその広がりをみせています。 

 今後は、事業の市場優位性や経営状態、働きやすさ、ＳＤＧｓへの取組みなどの視点か

ら優良企業を開拓していく予定です。 

将来の夢が無かったりやりたいことがない人もいると思いますが、自分が将来どうなっていたいかというのを細かく想像し

キャリアプランを考えるだけでも、どれだけ本気なのかを語ることができるようになると思います。  

     ◆ＣＵＣミライアンス企業～１００年続くリーディングカンパニー 

 ２００８年に設立したＣＵＣアライアンス企業ネットワークをさらに発展させ、新時代

を牽引する企業様と本学が新しい連携へとステップアップを図るため、 新たにＣＵＣミ

ライアンス企業ネットワークを立ち上げました。「ＣＵＣミライアンス企業」とは、本学

が考える、この先１００年のリーディングカンパニーとしての可能性のある企業のことで

す。それは「事業優位性」「働きやすさ」「ＳＤＧｓへの取り組み」を持つ企業であると

考え、その３要素に各８項目(計２４項目)の要件を設定し、一定以上満たした企業を「ミ

ライアンス企業」としました。  

 「ＣＵＣミライアンス」はＣＵＣアライアンスの新機軸として位置づけられ、 これま

でのマッチング戦略をさらに推進するべく、 学内セミナーや講義等を通して、採用およ

びキャリア教育に特化した実践的な取り組みを行うことを目的としています。 

ＣＵＣミライアンス企業一覧は 

上記ＱＲコードから 
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先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

   ■学内就職関連イベントの実施状況 

     ◆２０２４年度４年生向け支援の実施状況 

 

学内合同企業説明会及び求人マッチングイベント実施状況 

面接では、話したいことや絶対に伝えたいことを自分の言葉で話せるように準備しました。また、第一声の「失礼します」を

誰よりも大きな声で明るく言い、面接中も笑顔で元気に会話をするように意識しました。  

 例年、企業の採用広報活動の開始時期前後(２月)に、１００社超の企業を集めて開催する適

職発見（合同企業）セミナーをはじめとして、学生と企業とのマッチングの機会創出を目的と

した、本学主催の合同企業説明会を学内で実施しています。 

 近年、就職活動は早期化・多様化がすすんでおり、学生の就職活動開始時期については、２

０２５年卒は卒業年次前年（３年次）９月以前６１．６％となり、２０１７年卒の１０．８％

と比較すると大幅に早期化していることがうかがえます。あわせて、最初に内定を取得した時

期は２月以前３８．５％と、多くの学生が３年次の内に本選考まですすんでいることが分かり

ます。（出展：『就職白書2025』株式会社リクルート就職みらい研究所）企業の採用活動につ

いては、本学独自調査（企業採用活動状況調査２０２３年、２０２４年）より、２年連続で約

３割の企業が採用活動スケジュールを早期化させている結果となりました。 

 市場の変化に合わせて、本学では２０１７年度から学内合同企業説明会において企業側が学

生を企業ブースへ呼び込む仕組みとなる逆オファー制度を導入、２０１９年度から就職マッチ

ングサイト「ｍｅ Ｒ ＡＩ」を開発し、企業と学生双方がオンライン上でメッセージやオ

ファー機能により学生と企業の交流の活性化をはかる等、新たな支援に取り組んでいます。 

 ２０２４年度からは、前述の通り経団連の定める広報活動開始日（卒業・修了年度に入る３

月１日以降）にはすでに本選考にすすんでいる学生が大半であることから、従来の合説スタイ

ルから個別相談を主軸とした求人マッチングイベントによる支援に切り替え、多様な学生の状

況に寄り添った支援をしています。そのため、年間の学内合同企業説明会参加企業数等は減少

しましたが、イベント内での紹介企業数は３５０社超と、前年度の学内合同企業説明会参加企

業数を上回る結果となりました。 

 今後は「ｍｅ Ｒ ＡＩ」を始めとしたオンラインツールの活用、対面を組み合わせたハイブ

リッド型の就職活動への対応をさらに強く推進し、学生一人一人と企業のマッチング強化を

図っていきます。 
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先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

   ■学内就職関連イベントの実施状況 

     ◆２０２４年度３年生向け「就勝！実践講座」の実施状況 

 例年、３年生になるとほとんどの学生が参加する「就勝！実践講座」。この講座では、

就職活動の事前準備が計画的に進められるように、各時期に実施しておくべき準備につい

て数回に分けて解説しています。なるべく多くの学生が参加できるように、どの回も複数

日実施しています。 

 講座の内容は、普段多くの学生と接しているキャリア支援センターの職員と大手ナビサ

イトが協力して作成しています。学生の就職活動に対する疑問や不安の解消、モチベー

ションの維持・向上を重視しており、動画を使用した解説やゲストスピーカーとして内定

者や企業の方を招くなどの工夫をしています。もちろん、最新の就職活動に関する情報も

発信しています。 

 ２０２４年度は学生の就職活動準備の進捗状況に応じて小規模の講座を複数用意したこ

とで、結果的に全体向けに実施する「就勝！実践講座」の回数が減少することになりまし

た。３年生への就活イベントは特に学生の就活モチベーションに影響すると考えています

ので、学生が良い就活のスタートを切れるようモチベーションの向上を目的に支援してい

きます。 

就勝！実践講座参加学生推移 

３年生向け講座のスケジュールと内容 

膨大な情報がある今だからこそ、生存者バイアスに陥らず、自身や他人の面接のミスを徹底的に分析し、アウトプットする事

が大切だと痛感しました。論理と情熱のバランスが絶妙でないと内定は厳しいかなと感じました！ 

森實 勝巳
長方形
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先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

   ■インターンシップ・オープンカンパニーについての取組み 

    ◆２０２４年度インターンシップ関連イベントの実施状況 

周りに流されずに、自分としっかり向き合うことが大切だと思います。私は就活軸などがなかなか決まらず、とにかく周りに

流されていました。他人は他人なので、自分と向き合って企業選びをするべきだったなと今は思っています。  

  ◆インターンシップ関連イベントの実施 

 本学では、学生がインターンシップに参加するための支援として、インターンシップ

実施企業による合同企業説明会(インターンシップ・フェスティバル)や選考のあるイン

ターシップに参加するためのＥＳ対策講座、夏休み講座など、様々なイベントを企画し

ています。 

 インターンシップ・フェスティバルは現在春と秋に年２回開催しており、２０２５年

度の春は就職活動の早期化を踏まえて開催時期を５月に前倒しし、延べ１９６９名の学

生が参加する大きなイベントとなりました。企業、学生双方のインターンシップに対す

る熱意が上がってきていることもあり、非常に充実した内容となっています。今後は低

学年への支援を通じて１、２年生の参加を増やしていきたいと考えています。 



 

１２       

先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

   ■就活相談の実施状況 

 キャリア支援センターでは５名のキャリアアドバイザーが常駐し、一日約５０枠（１枠：３０

分）の相談枠を設けて学生の相談に応じています。 

 例年、２月～７月は相談数が多く、相談の予約が取り難い状況が続いています。対面相談のほ

かに電話、Ｔｅａｍｓでの相談も行っており、長期休暇中や学生が帰省した場合でも相談に応じ

ることができる体制を整えています。 

 就活相談の卒業生利用率は６０．４％と２年連続で減少することとなりました。平均利用回

数は大きく増加することとなりましたので、売り手市場ではあるものの就職活動に苦戦する学

生は例年と変わらず存在しており、継続した支援を行っています。 

 就活相談では就職活動の進め方から自己分析の方

法、求人紹介、採用試験対策、模擬面接、内定後の

フォローなどあらゆる内容で学生の就職活動をサポー

トしています。２０２４年度は面接関係の相談が増加

傾向にあり面接に苦労した学生が多かったことが伺え

ます。今後は学生と企業のマッチング精度を高めるた

め、オンライン環境、ツールを活用することで今まで

以上に学生に利用しやすい環境を整えていきます。 

就活相談利用学生数 

卒業生における就活相談利用率推移 

就活相談 相談内容（全学年） 

就活は正解がなく終わりも見えないため、精神的にも大変だと思います。私自身も就活に苦しんだうちの一人です。ですが、

就活もいつかは終わるので抱え込みすぎず周りを頼って頑張ってほしいです！  



１３

先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

面接で上手く話そうとするのではなく、伝えるということだけを考えれば良いのです。完璧に話そうと思うと、難易度が上が

ります。しかし、どうにかして伝わればいいやという気持ちだとハードルはそこまで高くはならないのです。  

■キャリア支援センターイベントポスター集

 学生の状況や就職・採用活動状況などを踏まえたイベントを年間５０件ほど企画・開

催しています。２０２４年度開催のイベントポスターをご紹介します。 



１４

先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

就活、特に自己分析や面接対策は絶対に1人でやらずに、周りの友達や先輩、先生、キャリア支援の職員さんをたくさん頼っ

てください自分以上に自分のことを考えてサポートしてくれるはずです！ 

■２０２４年度就活スケジュールと本学就職支援



１５

先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

選考のことを意識していない何気ない瞬間の方が意外と自分らしさがしっかり出ていて、たまたま口にしたことが面接で使え

る、なんてこともあります。あなたの就職活動が華のあるものになりますように。応援しています！ 






